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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
５
月
18
日（
金
）、
大
東
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
「
が
ん
ば
れ
雲
南

病
院
市
民
の
会
」
と
「
雲
南
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・
て
ご
っ

人と

」
の
主
催
に
よ
り
泌
尿
器
科
・

井い
の

上う
え

圭け
い

太た

医
師
、
産
婦
人
科
・
今い

ま

村む
ら

加か

代よ

医
師
、
整
形
外
科
・
佐さ

藤と
う

匡ま
さ

哉や

医
師
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
歓
迎
会
は
、
新
た
に
着
任

さ
れ
た
医
師
へ
、
住
民
か
ら
の
歓

迎
の
気
持
ち
を
伝
え
、
多
く
の
住

民
と
着
任
し
た
医
師
が
顔
を
合
わ

せ
て
ふ
れ
あ
い
、
話
し
合
い
、
交

流
し
、
こ
れ
か
ら
こ
の
地
域
に
溶

け
込
み
や
す
い
関
係
を
つ
く
っ
て

い
く
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
昨

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歓
迎
会
に
は
行
政
、
病
院
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
コ
ミ
ケ

ア
」
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
総
勢

53
人
の
賑
や
か
な
歓
迎
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
３
人
の
医
師
か
ら
の
着
任
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
の

か
、
意
気
込
み
や
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
て
ご
っ
人
の
方
か

ら
は
、「
昨
年
に
続
い
て
、
ま
た

良
い
先
生
が
来
て
く
れ
た
、
こ
の

ま
ま
以
前
の
よ
う
に
先
生
の
人
数

が
増
え
て
く
れ
た
ら
安
心
で
き

る
」
と
話
し
て
お
ら
れ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

臨床検査技師という職業を選んだきっかけは ?
　もともと医療系の職業に就きたいと思っていまし
た。高校生のとき検査のプロフェッショナルという新
聞記事を読み「臨床検査技師」という職業を知り、調
べていくうちに血液検査だけでなく幅広い検査を行う
ことが分かり興味を持ちました。また、雲南市立病院
での体験セミナーにも参加し、臨床検査技師という存
在を知っていたのがきっかけです。そして病院や大学
の見学に行くうちにますます検査技師になりたいと思
うようになり、大学へ入学しました。

雲南市立病院で働こうと思ったきっかけは ?
　小さい頃から地域の方々に見守られて育ってきまし
た。そんな雲南市の病院で働くことで地域に恩返しを
したいと思ったことがきっかけです。
　また、中学・高校生での医療現場体験のときの印象
もあり、ご縁を感じ働こうと思いました。

現在の仕事についてお聞かせください。
どんな仕事をしていますか ?
　主に血液や尿などを扱う検体検査をしています。外
来や病棟から提出された検体の検査を行い、現場に報
告しています。その他には心電図検査や聴力検査を
行っています。

雲南市立病院で働いてみての感想は ?
　検査科のスタッフはとても雰囲気が良く、質問や相
談などがしやすいです。
　また、他職種の方とも話しやす
く、患者さんとも地元の言葉でお
話できることが嬉しいです。顔も
覚えてもらい、みんなから「あり
がとう」と言われることがやりが
いになっています。

将来どのような臨床検査技師になりたいと
思っていますか ?将来の目標は ?
　まずは今できる検査をより正確にできるようにし、
患者さんに安心して検査を受けてもらえるような検査
技師になりたいです。大学では神経検査の研究をして
いたので、将来は脳波などの神経系の検査に興味があ
るのでその分野も勉強し検査できるようになりたいで
す。

臨床検査技師の仕事のやりがいを教えてくだ
さい。
　自分の報告した検査結果が診断や治療の手助けとな
れたときはやりがいを感じます。また、実際に患者さ
んと接する機会は少ないですが心電図検査をした際な
ど感謝の言葉をいただいたときはとても嬉しいです。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。その多くは専門性の高いスキルや知
識が必要で、国が認める国家資格を有していなければ就けない職
種がほとんどです。日進月歩の現代医療に携わる仕事であるため
に、常に専門知識を磨く努力をする必要があり、高度な専門技術
に加えて、コミュニケーションスキルや人間性なども求められま
す。また、一人の患者さんに複数の医療スタッフが連携して、治
療やケアを行う「チーム医療」にも取り組んでいます。

検査科の仕事について
～臨床検査技師・落

お ち

合
あ い

 陽
み な

美
み

（３年目）～

新
任
医
師

　 

紹
介

新
任
医
師

　 

紹
介

地域ケア科　医員

　坂
さか

口
ぐ ち

　公
こ う

太
た

　沖縄県からまいりました。
　医師３年目の坂口公太と申します。
　出身は和歌山県で蛍が見られるほどの田舎で育ちま
した。
　今回約４ヵ月の研修で、雲南市立病院の地域ケアな
どを楽しく学びたいと考えています。
　明るく元気に取り組みますので、よろしくお願いし
ます。

FILE:03

Interview

新任医師 歓迎会

泌尿器科・井上圭太医師

産婦人科・今村加代医師

整形外科・佐藤匡哉医師
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　検査科はこの度の新本館棟への移転で、これまで３ヵ所に分かれていた検
体検査室を１ヵ所にまとめることができました。心電図や超音波検査などは
生理検査室として、血液や尿など体から採取される検体は採血室の隣に検体
検査室としてスタートしました。始めてみると想像だけでは思いつかないメ
リットやデメリットがありましたが、すべてがメリットとなるようスタッフ
一人ひとりが意見を出し合いながら、現在も改善に向けて取り組んでいます。
　ほとんどの検査装置はこれまで使用していたものですが、生化学分析装置
と尿検査装置を移転に合わせて更新しましたので紹介します。

生化学分析装置は、主に体内の化学的成分、例えばナトリウム
やカリウムなどのミネラル、糖やタンパク、酵素などを測定しま
す。今回の更新で装置のサイズはコンパクトになりましたが、機
能や性能は向上しました。測定項目を増やすことも可能です。ま
た、試薬の使い勝手が良くなったため、試薬を無駄なく使い切る
ことができるようにもなりました。より正確な検査結果を得るに
は試薬管理がとても大切なため、業務上はもちろん費用面でも助
かっています。

尿分析装置は、尿中の糖や
タンパク、潜血などを測定
します。試薬管理が簡便に
なり、装置や試薬の精度管
理を毎日することでより正
確な結果報告ができます。

　臨床検査技師は患者さんの検査のほかに、装
置や試薬を正しく使い、その精度を毎日管理す
ることで正確な検査結果を診療の場に提供し、
治療の一端を担っています。

　他に病理検査として手術や内視鏡で採取された組織を顕微
鏡で診断するための標本を作成しています。組織が大きい場
合は標本のサイズに切り出しますが、切り出す前の組織の写
真撮影や切り出し作業ができる換気システムを整えた部屋を
新たに設置しました。これにより、病理組織診断の結果をこ
れまでよりも１～２週間早く報告できるようになりました。

　また、心電図を始めとするすべての生理検査もシステ
ムを導入することで、電子カルテで確認することができ
るようになり、記録紙を貼ってお渡しする手間もなくな
りました。新病院では「生理検査室」と表示された場所で、
“心電図”　“血圧脈波”　“聴力検査”　“脳波”　“筋電図”　
“超音波検査”　などを行っています。
　新築移転で、検査科スタッフも慣れないうちはご迷惑
をお掛けすることもあるかと思いますが、市民の皆さま
より意見をいただきながらより良い検査科となるようこ
れからも頑張りますので、よろしくお願いします。

検査技術科編

新本館棟
紹介

　糖尿病は、予備群も含めると５人に１人いるといわれています。厚生労働省の調査においても毎回過去最高患
者数を更新するほど、年々増加傾向にあります。�
　また、血糖が高い状態が続くことでさまざまな合併症を引き起こし、命を脅かすことが多い病気でもあります。
　しかし、糖尿病は食事や運動など生活に気をつけ血糖をコントロールすることで合併症を予防することも可能
です。合併症を予防するためにはどのようなことに気をつければ良いのか。日々の暮らしにおける血糖コントロー
ルのコツをお話しします。�

日　　時：７月２６日（木）１４時～１６時
場　　所：大東地域交流センター
内　　容：講義「糖尿病合併症予防について」　　講師　遠

えん

藤
どう

健
たけ

史
し

内科医師
　　　　　　　　管理栄養士、薬剤師によるワンポイントアドバイス　　など
　　　　　希望者には血圧測定、血糖測定をします。
参 加 費：無料
予約受付：７月１９日（木）まで

第２～４回目の内容の詳細については、後日チラシや告知放送などでお知らせします。糖尿病教室に関しては健康管理セ
ンター保健推進課【☎0854-47-7510】へ問い合わせください。

雲南市立病院

糖尿病教室
楽しく学べる!!

血糖コントロールの
コツがわかる！

第２回目

▲

時期：１０月　　場所：三刀屋町
第３回目

▲

時期：１２月　　場所：加茂町
第４回目

▲

時期：　３月　　場所：雲南市役所

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

７，８，９月の開催日（毎月第２・第４金曜日）

　７月１３日 （金） ・ ２７日 （金）

　８月１０日 （金） ・ ２４日 （金）

　９月１４日 （金） ・ ２８日 （金）

時　間 ： １３時３０分～１５時３０分

場　所 ： 市立病院　中央棟２階　検診・人間ドック室

問い合わせ ：
　市立病院　健康管理センター
　　☎0854-47-7510

お気軽に
お越し　　　

　ください。

認知症と糖尿病との

関係についてもお話
します。


